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あっという間の梅雨入り。今年は雨の多い梅雨に 

なりそう。ツユクサは漢字で“露草”。朝露の多い 

時期に咲くからという。水の似合う花だ。 

雨の日は、アジサイやツユクサ観賞を楽しもう。 

･････ 海は楽しい 海はすばらしい 海は大切 ･････ 

海と森の体験活動ボランティア指導者講座 参加者募集中！ 

 自然体験活動において、ボランティア指導者は安全で楽しい活動を行えるような知識と技術を身につける

ことが大切です。また、専門的な知識や多彩な経験のみならず、子供や自然が好き！遊びが好き！といった素

直な気持ちも大切です。仲間と共に自然に親しみ、感動を通して生態系の営みを知ることからはじまり、人と

自然、人と人、人と社会の深いつながりを築く居場所を作りましょう。 

 

＜海辺の安全と E ボート漕船＞ 

日時：6 月２１日（土） 9：00 ～ 15：00 

対 象：１８歳以上  

※７月２１日開催のプログラムにサポート参加できる人。 

定 員：１０名 

参加費：1,000 円（資料・保険代含む） 

今後の予定：・７月２０日(日) スノーケリング講座 ―海洋生物観察指導法― 

・８月３０日(土)～３１日(日)  

カヌースノーケリング講座 ―シーカヤックとスノーケリングの複合型活動指導法― 

・１０月５日(日) シーカヤック講座 

・１１月８日(土) 森・川・海の自然観察講座 

※詳細は、事務局へ問合わせ下さい。 
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われら海洋族 

会報誌に寄稿するにあたり、私、ちょくさん(白井直)とみきママ(森下美貴)は、３つの命題をいただいた。 

1、オーシャンファミリーに関わって感じた事。 

2、いま、関心のある事。 

3、重油除去活動について 

である。 

 

今回はお互いのインタビュー形式で寄稿したいと思います。 

 

さて、みきママ。最初の命題「オーシャンファミリーに関わって感じた事。」なんだけど、どうですか？ 

 

みきママ 

「埼玉県に住んでいても、もともと海が大好きなのね。海の生物で言うとマンボウとウミウシが特に好き。

オーシャンファミリーと出会って活動に参加させてもらって、ただ好きって言うことだけじゃなくて、それ

らの住む環境を考えるきっかけにもなったんだよね。山と川のことも。」 

 

ちょくさんは？ 

 

ちょくさん 

「オーシャンファミリーのみんなの環境に対しての意識レベルの高さを感じたね。ホント海が好きなんだな

ぁ。って。自分達の海を大切にしていく！って感じ。今でも印象に残っている、海パパの言葉が『海を綺麗

にしましょう。って言ってもなかなかピンとこない。海でたくさん遊べば、遊び場が汚いとイヤでしょう。

だから綺麗にしましょう！なんだよ。』だなぁ。それで文字通りピンときた。だから海を綺麗に大切にしてい

くんだとね。」 

 

なるほどね。 

 

ちょくさん 

「みきママさぁ。オーシャンの活動の中で特に印象に残ってるのは何？」 

 

みきママ 

「やっぱり、東日本大震災だなぁ。何かしなきゃって地元では、帰宅困難者のお手伝い程度のことはしてみ

たけど、実際被災地に行くとはね。海パパの鶴の一声だったもんね。『一番厳しい場所になるけど行ってくれ

るかな。場所は宮城県気仙沼市唐桑。』気仙沼の唐桑なんて初めて聞いた場所だったし、行けるの？私？って、

思ったよ。」 

 

ちょくさん 

「そうだったね。オーシャンファミリーにお世話になって１年目では、リーダー研修や CONEの資格取得。

カヤックの基本操作をやってかなり満喫していた矢先だったね。東日本大震災。海パパは『水はない。食糧

も持参で。トイレは穴を掘っておいたからなんとかなる。』そんな場所大丈夫かな？って。でも、『大丈夫！

二人ならなんとかなる。オーシャンファミリーのメンバーだから！』って。」 

 

みきママ 

「そうだったね。でも現地に入ったら想像以上の現場だった。」 

 

ちょくさん 

「うん。気仙沼港付近の町中は一面黒く焼かれていて、重油の匂いと海産物の腐敗臭。唐桑は何にも手が付

けられていない状態。」 
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われら海洋族 

みきママ 

「そう。まさに言葉がでなくて。」   

 

ちょくさん 

「涙が止まらなかった。それでも「NPO法人森は海の恋人(代表 畠山重篤)」の副代表の畠山信さんに会っ

た時には畠山信さんに『オーシャンファミリーの方ですね。海野さんから聞いてます！ちょっとやそっとじ

ゃ壊れない二人が行くからって！ではこちらです。』会ってから 5分後には作業だったね。」 

 

みきママ 

「そうそう！ちょっとやそっとじゃ壊れない！って！」 

 

ちょくさん 

「苦しかったね。被災地での作業は。やっても、やっても片付かない。でも気持ちを支えていたのは、オー

シャンファミリーの仲間の顔だった。海パパ、うんママ、のりちゃん、やまじぃ、みかち、ちーぽん、まや

さんや大ちゃん、かおりちゃんやかなちゃん。そして、キャプテンまいける。みんなが付いてる！ってね。」 

 

みきママ 

「現地の人達の温かさにもふれたね。支援に入って３日目にね。畠山家の子どもたちとは、作業が終わった

あとに、山探検したり、秘密の場所を教えて貰ったりして打ち解けてたけど。。。食事の仕度してたら、まち

こちゃん(畠山家のお嫁さん)が、坂道を上がってきて、温かいおうどん持ってきてくれたんだよね。それまで

は、会話とかあまりなかったんだけど、たぶんその時がちゃんと会話したの初めてだったかもしれない。『在

るもので作ったからお口に合わないかもしれませんが。』って言われて。食べ物はもちろん、水もトイレもお

風呂も借りずにいたからね、ちょくさんも私も。そのおうどんがさぁ、温かくて、暖かくてね。忘れられな

いね、涙味のおうどん。当時は支援の物資と、給水車からのお水しかない状況だったんだよね。そんな中で

私たちにって。。。すごくすごーく嬉しかった。」 

 

ちょくさん 

「あのうどんの味は一生涯忘れない。」 

 

ちょくさん 

「大丈夫！かならず東北は復興するよ。」 

 

 

 

 

 

 

（次号につづく） 

☆われら海洋族は、会員みんなで作るページ！原稿大募集中♪ 

興味のある方は、事務局（☎046-876-2287 ✉info@oceanfamily.jp）までお問合せ下さい。 

震災一年後の陸前高田市

の市役所にて 

 

気仙沼鹿折の復興マルシェ 

ちょくさん、支援物資を現地へ！ 
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われら海洋族 

おんじゅく便り 

オーシャンファミリー会員 11 年目の ‘キタちゃん’こと北村昭彦です。みなさんいかが

お過ごしですか？ 

 

ぼくの職場である NPO 法人おんじゅく DE 元気の新しい事業として、この 4 月から「農業

体験農園 おんじゅく元気ファーム」が始まりました。年間を通した野菜づくりが手ぶらで体

験できる新しいスタイルの農園です。 

 

農具や肥料から種や苗まで、必要なものはすべて農園に用意してあって、契約者は講習会で

作業指導を受けながら、自分が割り当てられた区画の中で 20 種類以上の野菜を作っていくと

いうシステムが売りのこの農園。‘管理人’を仰せつかった僕は、毎日畑を見回るだけでなく、

軽トラを乗り回して種や苗やいろいろな農業資材を仕入れたり、馬を飼っているところから馬

糞を貰ってきたりと、農家に弟子入りしたような毎日を送っております。 

 

 暮れに古民家に引っ越したことも合わせて、御宿へ移住して 5 年目にして一気に農的な

暮らしにシフトしてきた感じです。 

 

とはいいながらも、６月の中旬からは毎年恒例のオーシャンスイム教室が始まり、９月のレ

ース開催に向けた準備も着手せねばなりません。スタッフたった一人の NPO で‘海’と‘農’

の仕事を両立してやっていけるかどうかが今年の僕の大きな課題であります。 

 

しかしまあ‘海’と‘農’の仕事の両立が課題だなんて、文字にしてみて、あらためて自分

はとても恵まれた境遇にいるのだなあと、つくづく思います。もちろん楽しいことばかりでは

ありませんが、泣いたり笑ったりしながら、海と里山に関わりながら日々働けることに感謝し

つつ・・・御宿への皆さんのお越しをお待ちしておりま～す！！！ 
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いきもの便り 

ハマボッス 

サクラソウ科オカトラノオ属の多年草。 

海浜植物。 

 

磯場の岩の隙間に根を下ろし、多肉植物のよう

な肉厚な葉がらせん状について、まんべんなく

日光を浴びられるようになっている。 

 

初夏に小さな白い花をたくさん咲かせる。 

この花が、仏事に使う払子（ぼっす）に似るこ

とから、この名が付いた。 

 

葉山では小磯の芝生周辺で見られる。 

モクズガニ 

十脚目イワガニ科。 

甲長 5cm ほどの、磯で見られるカニとしては大型種。 

はさみ脚に毛が密集している。 

通常は川などの淡水域で暮らしているが、産卵期に海に移動する。 

葉山では、初夏～秋に磯場で見られる。下山川河口を橋の上から見下ろすと、移動中の姿をみることが

できる。 

蒸したり茹でたりすると美味しく食べられるが、 

丈夫なはさみで指をはさまれると 

大怪我することも  

あるので要注意。 

(イラスト・吉田健太郎) 



Ocean Family News 2014 Summer Vol.50 

- 6 - 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベント紹介 

～海辺の安全教室＆環境学習（磯の生きもの観察）～ 

子どものときに海や自然でたくさん遊び、体験したことは、自ら考え、自ら行動する基盤となっていきま

す。それは、水の事故や災害があったとき、自分の身は自分で守ることへもつながっていきます。そのす

べを身につけること、そして、海を知るひとつの指標になる生きものをみんなで観察しにいきませんか？ 

■日時：6月 28日（土） 7月 13日（日）10:00～12:00 

■内容：①ウォーター・セルフディフェンス教室（着衣泳、脱衣泳、浮力体の活用、飛び込み飛び降り、

這い上がりなどを体験。） ②防災教育訓練用ボート（10人乗り）体験  

③ライフセーバーによるレスキューデモンストレーション ④磯の生きもの観察 

■定員：3０組程度 

集合：長者ケ崎海岸（6/28） 一色海岸 海の家「一色ロイヤルビーチ」（7/13） 

費用：１組 1,000円（保険代・テキスト・海の家利用料） 

～海辺の安全教室～ 

■日時：7 月 21 日（月・祝）10:00～12:00 

■内容： ①ウォーター・セルフディフェンス教室（着衣泳、脱衣泳、浮力体の活用、飛び込み飛び降り、

這い上がりなどを体験。） ②防災教育訓練用ボート（10人乗り）体験  

③ライフセーバーによるレスキューデモンストレーション 

■定員：3０組程度 

■集合：一色海岸 海の家「一色ロイヤルビーチ」 

■費用：参加費無料 

 

★ボランティア指導者講座の開催 （上記活動にサポートいただく方のための講座） 

■日時：6月 21日（土）9:00～15:00 

■対象：18才以上で、自然体験活動に理解をもち活動に興味があり、7月 21日の本番でサポートに当

たる意志のある方（詳細問合わせ） 
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イベントスケジュール 

元気に安全に活動するためにも、プログラム前夜は早めに就寝し十分な睡眠をとってください。 

朝ごはんをしっかりとってからご参加ください。（「早ね早おき朝ごはん」運動＜文部科学省＞を推進しています） 

当日までに不明な点がありましたらお気軽に事務局までお問い合わせ下さい。 

欠席連絡など当日の連絡は下記までお願いします。 

NPO法人オーシャンファミリー海洋自然体験センター 

事務局・葉山セミナーハウス：046-876-2287 海野：090-4727-9286 津田：090-2749-5227 

info@oceanfamily.jp http://oceanfamily.jp 
 

海三昧ファミリー教室 

～夏はファミリーで海を楽しもう！～ 

8 月 10 日(日) 10:00～15:00 

ファミリー1 組メンバー8,640 円、ゲスト 9,720 円 

(海の家利用料を含みます) 

ファミリーSUPチャレンジ！ 

～スタンドアップパドルボードに挑戦～ 

6 月 29 日(日) ・7 月 6 日(日) 

A 10:00～12:00 B 13:00～15:00 

二人乗り メンバー:4,860 円、ゲスト: 6,480 円 

一人乗り メンバー:3,240 円、ゲスト:4,320 円 

SUP＆スノーケリング！ 

～夏の海を漕いで海の中をのぞいてみよう！～ 

8 月 9 日(土) 

A ９:00～12:00 B 13:00～１６:00 

メンバー4,320 円、ゲスト 5,400 円 

カヤック＆スノーケリング！ 

～夏の海を漕いで海の中をのぞいてみよう！～ 

8 月 24 日(日) 9:00～14:00 

メンバー6,480 円、ゲスト 8,640 円 

小学生 4,320 円 

SUPチャレンジ！ 

8 月 6 日(水)  

13:00～15:00 

 

ニッパーボードチャレンジ！ 

8 月 19 日(火) 

13:00～15:00 

シーカヤックチャレンジ！ 

8 月 20 日(水) 

13:00～15:00 

スノーケリングチャレンジ! 

8 月 19 日(火) 

９:３０～11:30 

 

メンバー3,240 円、ゲスト 4,320 円 

海を泳ぐ水泳教室 

7 月 30 日(水)～8 月 1 日(金) 

10:00～11:30 ／ 13:00～14:30 

3 回コース･･･メンバー6,480 円、ゲスト 7,560 円 

小 3 年生以上、葉山ニッパーズは 2 年生以上。 

 

海辺の水泳教室 夏の短期コース 

～泳ぐことが好きになろう！～ 

8 月 25 日(月)～28 日(木) 

10:00～11:30 ／ 13:00～14:30 

4 回コース･･･メンバー7,560 円、ゲスト 8,640 円 

FUN SUP School ！ 

～ビギナーもシニアも Let’s SUP！～ 

6 月 29 日(日)・7 月  6 日(日) 

8 月  9 日(土)・8 月 24 日(日) 

A 9:00～12:00 ／ B  13:00～16:00 

メンバー4,320 円、ゲスト 5,400 円 

ネイチャーキッズキャンプ！ 
7 月 22 日（火）～24 日（木）葉山 

7 月 26 日（土）～27 日（日）葉山 

7 月 28 日（月）～31 日（木）三宅島 

8 月 1 日（金）～06 日（水）三宅島 

8 月 12 日（火）～15 日（金）葉山 

8 月 21 日（木）～23 日（土）葉山 

 おとな 

 キッズ 

 ファミリー 
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開催日 プログラム 参加条件ほか 

7/2(水) 親と子のさざなみ教室  

集合：葉山セミナーハウス 

 

対象： 

子どもが好きな方・ 

NEAL（CONE）リーダー・ 

ライフセーバー・ 

ダイビングインストラクター・ 

シーカヤックインストラクター 

 

担当：津田 

 

 

※詳細は事務局まで 

お問い合わせください。 

7/12(土) 葉山マリンキッズ（海辺の安全教室） 

7/13(日) 海辺の安全ファミリー教室 

7/19(土) 葉山海の学校（葉山町教育委員会主催） 

7/20（日） 海と森のボランティア研修会（スノーケリング・スキンダイビング指導法） 

7/21(月・祝) セーフティオーシャン 2014 

7/22(火) 

 ～24（木） 
ネイチャーキッズ葉山Ⅰ（2泊 3日） 

7/26(土) 

 ～27（日） 
ネイチャーキッズ葉山Ⅱ（1泊 2日） 

7/28(月) 

 ～31（木） 
ネイチャーキッズ三宅島（3泊 4日・船中 1泊） 

8/1（金） 

 ～6（水） 
三宅島サマースクール（5泊 6日・船中 1泊） 

8/3（日） 

 ～5（火） 
葉山マリンキッズ（スノーケリングキャンプ 2泊 3日） 

8/12（火） 

～15（金） 
ネイチャーキッズ葉山Ⅲ（スノーケリングキャンプ 3泊 4 日） 

8/21（木） 

～23（土） 
ネイチャーキッズ葉山Ⅳ（2泊 3日） 

8/30（土） 

 ～31（日） 

大人のサマースクール（海と森のボランティア研修会）カヤックスノーケリン

グ複合型指導法 1泊 2日 

9/10(水) さざなみ教室 

9/13(土) 葉山マリンキッズ（スノーケリング教室） 

9/20(土) 葉山トライアスロン HAYAMAN 

9/28(日) 海辺の運動会（葉山キッズプログラム交流会） 

9/7（日） 定期清掃  どなたでも 大浜海岸 （集合：葉山公園 芝生広場） 10:00～11：30（予定） 

リーダー・ボランティア募集 

2014 年 7 月 ～ 9 月 

発行者：NPO法人オーシャンファミリー海洋自然体験センター 〒240-0116 神奈川県三浦郡葉山町下山口1741 

TEL：046-876-2287 FAX：046-876-2297 E-mail： info@oceanfamily.jp HP： http://oceanfamily.jp/ 
Copy Right Ocean Family Club. All Right Reserved. 

写真は、6 月のビーチクリーンで波打ち際に向かって歩くヒダリマキ 
マイマイ。なぜ砂浜の波打ち際近くににかたつむりがいるのか。色々
な可能性があると思う。ヨット等の船に付着したまま運ばれてきた。
カラスやトビなどが捉えたが上空で落としてしまった。などなど。  
こんな風景に出会うと、人間はやはり自然環境の一部なんだと再認識
させられる。このかたつむりにとってはカラスも人間も同じ存在なの
だ。海岸ゴミが海洋環境に与える影響について考えるときも同様であ
る。人間は環境の一部だということを忘れずに生活していきたい。（み） 

Postscript 

ビーチクリーン（ オーシャンファミリービーチクリーンクラブ：ＯＢＣＣ ） 


